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Ⅰ 調査の概要 

１．調査目的 

こども基本法に基づくこども計画を策定するため、市内での子ども・子育てに係るニーズや意

識を把握し、調査結果を子ども・子育て施策の資料として有効に活用する。 

 

２．調査方法 

（１）調 査 対 象 就学前児童の保護者 

（２）対 象 者 数 4,800人（０～５歳児保護者各800人） 

（３）調 査 方 法 対象者に調査票を郵送し、返信用封筒で回答 

（４）調 査 期 間 令和５年（2023年）12月25日～令和６年（2024年）1月15日 

 

３．回収状況 

調査対象 対象者数 有効回収数 有効回収率 

① ０歳児保護者 800 349 43.6% 

② １歳児保護者 800 316 39.5% 

③ ２歳児保護者 800 345 43.1% 

④ ３歳児保護者 800 340 42.5% 

⑤ ４歳児保護者 800 324 40.5% 

⑥ ５歳児保護者 800 326 40.8% 

年齢不明 - 52 - 

 

４．調査項目 

（１）居住地域について 

（２）家族の状況について 

（３）保護者の就労状況について 

（４）平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 

（５）休日の定期的な教育・保育事業の利用希望について 

（６）子どもが病気やけがの時の対応 

（７）不定期の教育・保育事業の利用状況 

（８）子育てひろばの利用状況 

（９）小学校就学後の放課後の過ごし方 

（10）保護者の職場における仕事と子育ての両立支援 

（11）日ごろの子育ての状況 

（12）八王子市での子育てについて 
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５. 報告書の見方 

（１）図表中の「ｎ」は、各質問の回答者数を表す。 

（２）選択肢の回答の比率はｎを100.0％として算出し、小数点第２位を四捨五入して示した。し

たがって、すべての選択肢の比率を合計しても、必ずしも100.0％ちょうどにならない場合

がある。 

（３）複数回答の質問では、すべての選択肢の比率を合計すると通常100.0％を超える。 

（４）「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせて『思う（計）』とする場合など、２

つ以上の選択肢を合わせた表記の回答割合は、選択肢の回答者数を合わせた値を、全回答者

で割った値を採用しているため、選択肢の回答割合を単純に足した値と異なることがある。 
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Ⅱ 調査の結果 
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Ⅱ 調査の結果 

１．地域について 

問１ あなたの家は何町にありますか。 

住んでいる町丁名を質問し、回答内容を市内の６つの地域に分類したところ以下のとおりとな

った。（図表１－１－１） 

 

図表１－１－１ 性別 

 

 

２．家族の状況について 

（１）子どもの年齢 

問２ 宛て名のお子さんの生年月を、数字でご記入ください。 

子どもの生年月を質問し、回答内容で年齢を６区分に分類したところ以下のとおりとなった。

（図表２－１－１） 

 

図表２－１－１ 子どもの年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.4% 17.9% 17.2% 13.0% 6.3% 15.7% 9.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央地域 西南部地域 東部地域 西部地域

北部地域 東南部地域 無回答

17.0% 15.4% 16.8% 16.6% 15.8% 15.9%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 無回答
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（２）回答者の続柄 

問３ 宛て名のお子さんからみて、この調査票に回答している方はどなたですか。当てはま

る番号１つに○をつけてください。 

回答者の続柄について質問したところ、85.3％が母親、13.8％が父親という結果になった。平

成30年度と比較すると、父親の回答割合は上昇している。（図表２－２－１） 

 

図表２－２－１ 回答者の続柄 

 

（３）回答者の年代 

問４ 回答している方の年代について、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

回答者の年代について質問したところ、「30代」が61.1％で最も多く、次いで「40代」

（28.5％）、「20代」（8.5％）の順となっている。（図表２－３－１） 

 

図表２－３－１ 回答者の年代 

85.3%

91.4%

13.8%

7.4%

0.4%

0.1%

0.4%

1.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

R5

H30

母親 父親 その他 無回答

0.1%

8.5% 61.1% 28.5%

1.4% 0.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代以上 無回答
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（４）配偶者の有無 

問５ 回答している方の現在の配偶関係について、当てはまる番号１つに○をつけてくださ

い。 

配偶者の有無を聞いたところ、「配偶者がいる」が94.6％、「配偶者はいない」が5.0％となって

いる。（図表２－４－１） 

 

図表２－４－１ 配偶者の有無 

 

  

94.6%

5.0% 0.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

配偶者がいる 配偶者はいない 無回答
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（５）日ごろ子どもを見てくれる親族・知人 

問６ 日ごろ、お子さんをみてもらえる親族・知人について、当てはまる番号１つに○をつ

けてください。 

日ごろ子どもを見てくれる親族・知人を聞いたところ、「日常的にみてもらえる親族・知人がい

る」が23.2％、「緊急時もしくは用事の際にみてもらえる親族・知人がいる」が55.5％、「みても

らえる親族・知人はいない」15.8%となっている。平成30年度調査と比較すると、「日常的にみて

もらえる親族・知人がいる」、「緊急時もしくは用事の際にみてもらえる親族・知人がいる」と答

えた人は増加している。（図表２－５－１） 

 

図表２－５－１ 日ごろ子どもを見てくれる親族・知人 

 

  

23.2%

22.1%

55.5%

50.4%

15.8%

16.2%

4.0%

2.3%

0.9%

0.4%

0.5%

8.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

R5

H30

日常的にみてもらえる親族・知人がいる 緊急時もしくは用事の際にみてもらえる親族・知人がいる

みてもらえる親族・知人はいない 親族・知人に頼むようなことがないため、わからない

その他 無回答
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  居住地域別では、「日常的にみてもらえる親族・知人がいる」と回答した人の割合は西部地域

（28.6％）が最も高く、東部地域（19.9％）が最も低くなった。（図表２－５－２） 

 

図表２－５－２ 日ごろ子どもを見てくれる親族・知人（居住地域別） 

 

 

 

 

 

 

18.9%

25.6%

19.9%

28.6%

24.6%

22.4%

60.9%

55.6%

55.7%

52.3%

56.9%

52.5%

15.8%

13.4%

18.8%

13.9%

15.4%

18.0%

3.1%

4.1%

4.3%

4.1%

3.1%

4.7%

1.0%

1.1%

0.9%

0.0%

0.0%

1.9%

0.5%

0.3%

0.6%

1.1%

0.0%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

中央地域

西南部地域

東部地域

西部地域

北部地域

東南部地域

日常的にみてもらえる親族・知人がいる

緊急時もしくは用事の際にみてもらえる親族・知人がいる

みてもらえる親族・知人はいない

親族・知人に頼むようなことがないため、わからない

その他

無回答
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保護者の年代別では、「日常的にみてもらえる親族・知人がいる」と回答した人の割合は 20代

以下（35.0％）が最も高く、「みてもらえる親族・知人はいない」は 50代以上（39.3％）で最も

高くなった。（図表２－５－３） 

 

図表２－５－３ 日ごろ子どもを見てくれる親族・知人（保護者の年代別） 

  

35.0%

22.6%

21.4%

25.0%

46.3%

57.6%

55.7%

25.0%

13.0%

14.4%

18.8%

39.3%

4.5%

4.5%

2.7%

7.1%

1.1%

0.9%

0.9%

3.6%

0.0%

0.0%

0.5%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

２０代以下

３０代

４０代

５０代以上

日常的にみてもらえる親族・知人がいる

緊急時もしくは用事の際にみてもらえる親族・知人がいる

みてもらえる親族・知人はいない

親族・知人に頼むようなことがないため、わからない

その他

無回答
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配偶者の有無別では、「日常的にみてもらえる親族・知人がいる」と回答した人の割合は「配偶

者がいる」（22.3％）を「配偶者はいない」（43.1％）が上回った。（図表２－５－４） 

 

図表２－５－４ 日ごろ子どもを見てくれる親族・知人（配偶者の有無別） 

 

 

  

22.3%

43.1%

56.1%

48.0%

16.3%

5.9%

4.2%

1.0%

0.9%

2.0%

0.2%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配偶者がいる

配偶者はいない

日常的にみてもらえる親族・知人がいる

緊急時もしくは用事の際にみてもらえる親族・知人がいる

みてもらえる親族・知人はいない

親族・知人に頼むようなことがないため、わからない

その他

無回答
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収入別では、「日常的にみてもらえる親族・知人がいる」と回答した人の割合は収入が高くなる

ほど低下する傾向がみられた。一方で、「みてもらえるような親族・知人はいない」と回答した人

の割合は、収入が高くなるほど上昇する傾向がみられた。（図表２－５－５） 

 

図表２－５－５ 日ごろ子どもを見てくれる親族・知人（収入別） 

  

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

日常的にみてもらえる親族・知人がいる

緊急時もしくは用事の際にみてもらえる親族・知人がいる

みてもらえる親族・知人はいない
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（６）公的年金、社会保障給付金 

問７ あなたの世帯で次のような公的年金、社会保障給付金を受給していますか。（受給か

非受給に○） 

公的年金、社会保障給付金の受給状況について質問したところ、結果は以下のとおりとなっ

た。（図表２－６－１） 

図表２－６－１ 公的年金、社会保障給付金 

 

  

90.2%

3.9%

3.1%

1.0%

0.7%

0.3%

8.1%

76.1%

76.8%

78.6%

78.8%

79.1%

1.7%

20.0%

20.1%

20.4%

20.5%

20.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

児童手当

児童育成手当

児童扶養手当

特別児童扶養手当

年金

生活保護

受給 非受給 無回答
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（７）公的年金、社会保障給付金以外の収入 

問８ 問７で回答いただいた、公的年金と社会保障給付金以外の収入についてお聞きします。

お子さんと生計を共にしている世帯全員の方の、おおよその年間収入（税込）はいくら

ですか。（○は１つ） 

公的年金と社会保障給付金以外の収入について質問したところ、結果は以下のとおりとなっ

た。（図表２－７－１） 

図表２－７－１ 公的年金、社会保障給付金以外の収入 

 

 平成30年度の調査では「わからない」という選択肢がなかったため厳密な比較はできないが、

参考として平成30年度の結果は次のとおりである。 

図表２－７－２ 公的年金、社会保障給付金以外の収入（平成30年度） 

3.4%

8.4% 21.0% 26.1% 20.0% 15.8%

3.0% 2.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

200万円未満 200万円以上400万円未満 400万円以上600万円未満

600万円以上800万円未満 800万円以上1,000万円未満 1,000万円以上

わからない 無回答

2.6%

14.4% 28.7% 27.7% 14.7% 9.3%

2.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

200万円未満 200万円以上400万円未満 400万円以上600万円未満

600万円以上800万円未満 800万円以上1,000万円未満 1,000万円以上

無回答
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（８）食料を買えなかった経験 

問９ あなたのご家庭では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料を

買えないことがありましたか。（○は１つ） 

食料を買えなかった経験について質問したところ、「よくあった」が1.6％、「ときどきあった」

が3.6％、「まれにあった」が6.3％となった。（図表２－８－１） 

 

図表２－８－１ 食料を買えなかった経験 

 

配偶者の有無別では、「よくあった」と回答した人の割合は、「配偶者がいる」（1.4％）を「配

偶者はいない」（3.9％）が上回った。一方で、「まったくなかった」と回答した人の割合は、「配

偶者がいる」（89.4）を配偶者がいない（67.6％）が下回った。（図表２－８－２） 

 

図表２－８－２ 食料を買えなかった経験（配偶者の有無別） 

1.6% 3.6% 6.3%

87.9%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答

1.4%

3.9%

3.0%

13.7%

5.9%

14.7%

89.4%

67.6%

0.3%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配偶者がいる

配偶者はいない

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答
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保護者の年代別では、「よくあった」と回答した人の割合は 20代以下（5.6％）が最も高くなっ

た。（図表２－８－３） 

 

図表２－８－３ 食料を買えなかった経験（保護者の年代別） 

  

5.6%

1.4%

0.9%

0.0%

7.3%

3.1%

3.4%

3.6%

10.2%

6.8%

4.4%

3.6%

76.3%

88.7%

90.6%

92.9%

0.6%

0.0%

0.7%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

２０代以下

３０代

４０代

５０代以上

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答



- 19 - 

 

（９）衣類を買えなかった経験 

問 10 あなたのご家庭では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする衣類が

買えないことがありましたか。（○は１つ） 

衣類を買えなかった経験について質問したところ、「よくあった」が2.1％、「ときどきあった」

が3.7％、「まれにあった」が8.2％となった。となった。（図表２－９－１） 

 

図表２－９－１ 食料を買えなかった経験 

 

配偶者の有無別では、「よくあった」と回答した人の割合は、「配偶者がいる」（2.1％）を「配

偶者はいない」（2.9％）が上回った。一方で、「まったくなかった」と回答した人の割合は、「配

偶者がいる」（86.9）を配偶者がいない（59.8％）が下回った。（図表２－９－２） 

 

図表２－９－２ 食料を買えなかった経験（配偶者の有無別） 

 

2.1% 3.7%

8.2% 85.1%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答

2.1%

2.9%

3.2%

11.8%

7.3%

25.5%

86.9%

59.8%

0.5%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配偶者がいる

配偶者はいない

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答
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保護者の年代別では、「よくあった」と回答した人の割合は 20代以下（6.8％）が最も高くなっ

た。（図表２－９－３） 

 

図表２－９－３ 食料を買えなかった経験（保護者の年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.8%

2.1%

1.0%

0.0%

6.8%

3.8%

2.6%

3.6%

13.6%

7.9%

7.5%

7.1%

72.9%

86.0%

87.9%

89.3%

0.0 

0.2%

1.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

２０代以下

３０代

４０代

５０代以上

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答
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（10）世帯の家計 

問 11 世帯の家計について、最も当てはまる番号１つに○をつけてください。 

世帯の家計について質問したところ、「赤字であり、日々の生活のために借金をしている」

（3.0％）と「赤字であり、貯金を取り崩している」（17.7％）を合わせた『赤字（計）』は

20.7％となった。一方で、「黒字であるが、貯蓄はしていない」（7.8％）と「黒字であり、毎月

貯蓄している」（38.5％）を合わせた『黒字（計）』は46.3％となった。平成30年度調査と比較す

ると、「赤字でも黒字でもない」が減少し、「黒字であり、毎月貯蓄している」が増加している。

（図表２－10－１） 

 

図表２－10－１ 世帯の家計（平成30年度調査との比較） 

  

3.0%

3.3%

17.7%

16.9%

30.4%

36.4%

7.8%

8.6%

38.5%

30.9%

1.7%

1.5%

0.9%

2.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

R5

H30

赤字であり、日々の生活のために借金をしている 赤字であり、貯金を取り崩している

赤字でも黒字でもない 黒字であるが、貯蓄はしていない

黒字であり、毎月貯蓄している その他

無回答

赤字

（計）

20.7％ 46.3％

20.2％ 39.5％

黒字 

（計） 
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配偶者の有無別では、「赤字（計）」は、「配偶者がいる」（20.2％）を「配偶者はいない」

（32.3％）が上回った。一方で、「黒字（計）」は、「配偶者がいる」（47.5％）を配偶者がいない

（26.5％）が下回った。（図表２－10－２） 

 

図表２－10－2 世帯の家計（配偶者の有無別） 

 

  

3.0%

2.9%

17.2%

29.4%

30.1%

37.3%

7.7%

10.8%

39.8%

15.7%

1.6%

3.9%

0.5%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配偶者がいる

配偶者はいない

赤字であり、日々の生活のために借金をしている 赤字であり、貯金を取り崩している

赤字でも黒字でもない 黒字であるが、貯蓄はしていない

黒字であり、毎月貯蓄している その他

無回答

黒字 

（計） 

赤字 

（計） 

20.2％ 47.5％ 

32.3％ 26.5％ 



- 23 - 

 

保護者の年代別では、「赤字（計）」は 20代以下（29.9％）が最も高くなった。一方で、黒字

（計）は 20代以下（32.2％）が最も低くなった。（図表２－10－３） 

 

図表２－10－３ 世帯の家計（保護者の年代別） 

 

 

 

 

6.2%

2.6%

2.9%

3.6%

23.7%

17.7%

16.2%

14.3%

35.6%

29.3%

31.1%

42.9%

12.4%

7.3%

7.9%

7.1%

19.8%

41.1%

39.1%

32.1%

2.3%

1.6%

1.9%

0.0%

0.0%

0.4%

0.9%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

２０代以下

３０代

４０代

５０代以上

赤字であり、日々の生活のために借金をしている 赤字であり、貯金を取り崩している

赤字でも黒字でもない 黒字であるが、貯蓄はしていない

黒字であり、毎月貯蓄している その他

無回答

赤字 

（計） 

黒字 

（計） 

29.9％ 32.2％ 

20.3％ 48.4％ 

19.1％ 47.0％ 

17.9％ 39.2％ 
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 （11）経済的な理由で支払いができなかったサ－ビス・料金 

問 12 過去１年の間に、経済的な理由で、以下のＡ～Ｈのサ－ビス・料金について、支払え

ないことがありましたか。（それぞれ○は１つ）Ａ電話料金・Ｂ電気料金・Ｃガス料金・

Ｄ 水道料金・Ｅ家賃・Ｆ住宅ロ－ン・Ｇ税金・社会保険料・Hその他の債務 

経済的な理由で支払いができなかったサ－ビス・料金について質問したところ、「支払えないこ

とがあった」と回答があった割合は、「電話料金」で1.7％、「電気料金」で1.6％、「ガス料金」で

1.8％、「水道料金」で1.7％、「家賃」で1.4％、「住宅ロ－ン」で0.8％、「税金・社会保険料」

4.2％、「その他の債務」で4.0％となった（図表２－11－１） 

 

図表２－11－１ 食料を買えなかった経験 

 

 

1.7%

1.6%

1.8%

1.7%

1.4%

0.8%

4.2%

4.0%

93.6%

93.7%

88.4%

93.4%

67.7%

73.6%

91.1%

63.3%

3.8%

3.8%

8.9%

4.0%

29.7%

24.3%

3.7%

31.0%

0.8%

0.9%

0.9%

0.9%

1.2%

1.3%

1.0%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

電話料金

電気料金

ガス料金

水道料金

家賃

住宅ローン

税金・社会

保険料

その他の債

務

支払えないことがあった 支払えないことはなかった

該当しない（払う必要がない） 無回答
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３．保護者の就労状況について 

（１）母親の現在の就労状況 

問 13 母親の現在の就労状況と今後の就労希望について、（１）～（６）にお答えください。

産育休を取得中の方は取得前の状況で、就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっ

とも多いパタ－ンでお答えください。※父子家庭の場合は記入不要 

（１） 就労状況（当てはまる番号１つに○） 

（２） 週当たりの就労日数 

（３） １日当たりの就労時間 

母親の現在の就労状況を質問したところ、「フルタイムで就労している」が41.4％、「パ－ト・

アルバイト等で就労している」が29.4％、「現在は就労していない」が27.6％となった。平成30年

調査と比較すると、就労している割合は増加している。（図表３－１－１） 

 

図表３－1－１ 母親の現在の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

  

41.4%

35.1%

29.4%

27.4%

27.6%

36.7%
1.6%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

R5

H30

フルタイムで就労している パート・アルバイト等で就労している

現在は就労していない 無回答
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「フルタイムで就労している」または「パ－ト・アルバイト等で就労している」と答えた母親

に現在の週当たりの就労日数及び現在の１日当たりの就労時間を質問したところ、以下の結果と

なった。平成30年度調査との比較では、週当たりの就労日数では、「週５日」がやや増加したもの

の、１日あたりの就労時間では大きな差は見られなかった。（図表３－１－２、図表３－１－３） 

 

図表３－1－２ 母親の現在の週当たりの就労日数 

 

図表３－1－３ 母親の現在の１日当たりの就労時間 

1.0%

1.5%

2.7%

3.4%

9.2%

9.8%

13.8%

15.6%

67.4%

62.7%

3.5%

5.1%

0.4%

0.2%

1.9%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

R5

H30

週１日 週２日 週３日 週４日 週５日

週６日 週７日 無回答

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

１日４時間未満

１日４～５時間

１日６～７時間

１日８～９時間

１日10～11時間

１日12時間以上

無回答

R5

H30
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（２）母親の今後の就労希望 

問 13 母親の現在の就労状況と今後の就労希望について、（１）～（６）にお答えください。

産育休を取得中の方は取得前の状況で、就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっ

とも多いパタ－ンでお答えください。※父子家庭の場合は記入不要 

（４） 就労希望（当てはまる番号１つに○） 

（５） 週当たりの就労希望日数 

（６） １日当たりの就労希望時間 

母親の今後の就労希望を質問したところ、「フルタイムを希望」が46.1％、「パ－ト・アルバイ

ト等を希望」が42.3％、「就労の予定はない」が8.1％となった。（図表３－２－１） 

 

図表３－２－１ 母親の今後の就労希望 

 

 

 

 

 

46.1% 42.3% 8.1%

3.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

フルタイムを希望 パート・アルバイト等を希望 就労の予定はない 無回答
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「フルタイムを希望」または「パ－ト・アルバイト等を希望」と答えた母親に今後の週当たり

の希望就労日数及び今後の１日当たりの希望就労時間を質問したところ、以下の結果となった。

（３－２－２，３－２－３） 

 

図表３－２－２ 母親の今後の就労希望日数 

 

図表３－２－３ 母親の今後の１日当たりの就労希望時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4%

26.5%

30.5%

35.1%

0.4%

0.2%

4.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

１日４時間未満

１日４～５時間

１日６～７時間

１日８～９時間

１日10～11時間

１日12時間以上

無回答

0.1% 2.3%

19.6% 19.0% 53.5%

1.0% 0.2% 4.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

週１日 週２日 週３日 週４日 週５日

週６日 週７日 無回答
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（３）母親の今後就労を希望する時期 

【問 13（１）で「現在は就労していないと回答した方のみ】 

問 14 今後の就労時期について、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「現在は就労していない」と答えた母親に今後就労を希望する時期を質問したところ、「１年よ

り先だが就労したい」が47.1％で最も高く、次いで「１年以内に就労したい」（28.2％）、「就労の

予定はない」（19.2％）の順になっている。 

 

図表３－３－１ 母親の今後の１日当たりの就労希望時間 

「１年より先だが就労したい」または「１年以内に就労したい」と答えた母親に今後就労を希

望する具体的な時期を子どもの年齢に沿って質問したところ、「３歳になったら」が17.8％で最も

高く、次いで「７歳になったら」（16.9％）、「６歳になったら」（14.3％）の順になっている。（図

表３－３－１） 

図表３－３－２ 母親の今後就労を希望する具体的な時期 

19.2% 28.2% 47.1% 5.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

就労の予定はない １年以内に就労したい １年より先だが、就労したい 無回答

5.2%

7.3%

17.8%

10.3%

6.3%

14.3%

16.9%

5.9%

2.3%

5.4%

0.2%

0.5%

7.7%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0% 20.0%

１歳になったら

２歳になったら

３歳になったら

４歳になったら

５歳になったら

６歳になったら

７歳になったら

８歳になったら

９歳になったら

１０歳になったら

１２歳になったら

１３歳になったら

無回答
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（４）父親の現在の就労状況 

問 15 父親の現在の就労状況と今後の就労希望について、（１）～（６）にお答えください。

産育休を取得中の方は取得前の状況で、就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっ

とも多いパタ－ンでお答えください。※母子家庭の場合は記入不要 

（１） 就労状況（当てはまる番号１つに○） 

（２） 週当たりの就労日数 

（３） １日当たりの就労時間 

父親の現在の就労状況を質問したところ、「フルタイムで就労している」が93.2％、「パ－ト・

アルバイト等で就労している」が0.9％、「現在は就労していない」が0.6％となった。平成30年度

調査と大きな差は見られなかった。（図表３－４－１） 

 

図表３－４－１ 父親の現在の就労状況 

 

  

93.2%

94.0%

0.9%

1.1%

0.6%

0.8%

5.2%

4.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

R5

H30

フルタイムで就労している パート・アルバイト等で就労している

現在は就労していない 無回答
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「フルタイムで就労している」または「パ－ト・アルバイト等で就労している」と答えた父親

に現在の週当たりの就労日数及び現在の１日当たりの就労時間を質問したところ、以下の結果と

なった。 

 

図表３－４－３ 父親の現在の週当たりの就労日数 

 

図表３－４－４ 父親の現在の１日当たりの就労時間 

0.1%

0.2%

2.9%

66.0%

17.2%

7.9%

5.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

１日４時間未満

１日４～５時間

１日６～７時間

１日８～９時間

１日10～11時間

１日12時間以上

無回答

0.2% 0.1% 0.8% 0.6%

76.2% 16.4%

1.4% 4.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

週１日 週２日 週３日 週４日 週５日

週６日 週７日 無回答
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（５）父親の今後の就労希望 

問 15 父親の現在の就労状況と今後の就労希望について、（１）～（６）にお答えください。

産育休を取得中の方は取得前の状況で、就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっ

とも多いパタ－ンでお答えください。※母子家庭の場合は記入不要 

（４） 就労希望（当てはまる番号１つに○） 

（５） 週当たりの就労希望日数 

（６） １日当たりの就労希望時間 

父親の今後の就労希望を質問したところ、「フルタイムを希望」が83.4％、「パ－ト・アルバイ

ト等を希望」が1.1％、「就労の予定はない」が0.7％となった。（図表３－５－１） 

 

図表３－５－１ 父親の今後の就労希望 

 

 

 

 

 

 

 

「フルタイムを希望」または「パ－ト・アルバイト等を希望」と答えた父親に今後の週当たり

の希望就労日数及び今後の１日当たりの希望就労時間を質問したところ、以下の結果となった。

（図表３－５－２） 

図表３－５－２ 父親の今後の就労希望日数 

83.4%

1.1% 0.7%

14.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

フルタイムを希望 パート・アルバイト等を希望

就労の予定はない 無回答

0.1% 0.1% 1.1% 2.3%

82.5%

6.1% 0.6%

7.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

週１日 週２日 週３日 週４日 週５日
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図表３－５－３ 父親の今後の１日当たりの就労希望時間 

 

（６）父親の今後就労を希望する時期 

【問 15（１）で「現在は就労していないと回答した方のみ】 

問 16 今後の就労時期について、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

当該設問については対象者が少なく、また、そのほとんどが無回答であったため、結果の記載

を省略する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.2%

0.4%

4.7%

76.5%

7.4%

2.3%

8.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

１日４時間未満

１日４～５時間

１日６～７時間

１日８～９時間

１日10～11時間

１日12時間以上

無回答
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４．平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 

（１）定期的な教育・保育事業の利用の有無 

問 17 現在、定期的な教育・保育事業を利用していますか。当てはまる番号１つに○をつけ

てください。 

定期的な教育・保育事業の利用状況を質問したところ、「利用している」が78.8％、「利用して

いない」が21.1％となった。（図表４－１－１） 

 

図表４－１－１ 定期的な教育・保育事業の利用状況 

  

78.8% 21.1%

0.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

利用している 利用していない 無回答
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（２）定期的な教育・保育事業の利用している主な理由 

【問 17で「１. 利用している」と回答した方のみ】 

問 18 定期的な教育・保育事業を利用している主な理由について、当てはまる番号すべてに

○をつけてください。 

問17で「利用している」と回答した人を対象に定期的な教育・保育事業を利用している主な理

由を質問したところ、「保護者が現在就労しているため」が76.5％で最も多く、次いで「子どもの

教育や発達のため」（62.4％）、「次子の出産・育児のため」（5.3％）の順となった。平成30年度調

査との比較では、傾向は変わらないものの、「保護者が現在就労しているため」は10ポイント近く

上昇している。（図表４－２－１） 

 

図表４－２－１ 定期的な教育・保育事業の利用している主な理由 

 

 

 

 

76.5%

62.4%

5.3%

2.5%

2.0%

0.8%

0.3%

0.8%

0.8%

66.8%

58.5%

3.8%

2.1%

1.7%

0.6%

0.4%

0.4%

2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

保護者が現在就労しているため

子どもの教育や発達のため

次子の出産・育児のため

保護者が就労予定または求職中であるため

保護者に病気や障害があるため

保護者が他の家族や親族を介護しているため

保護者が学生のため

その他

無回答

R5

H30
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（３）利用している定期的な教育・保育事業の種類 

【問 17で「１. 利用している」と回答した方のみ】 

問 19 利用している教育・保育事業について、当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

問17で「利用している」と回答した人を対象に利用している定期的な教育・保育事業の種類を

質問したところ、「認可保育所」が52.4％で最も多く、次いで「幼稚園」（28.2％）、「認定こども

園」（5.3％）の順となった。平成30年度調査と比較すると、「認可保育所」及び「幼稚園」が減少

し、「認定こども園」が増加している。（図表４－３－１） 

 

図表４－３－１ 利用している定期的な教育・保育事業の種類 

※居宅訪問型保育は今回追加した選択肢である 

52.4%

28.2%

15.4%

8.8%

1.8%

1.2%

1.1%

1.1%

0.9%

0.9%

0.4%

0.2%

56.0%

31.8%

8.4%

7.9%

2.0%

0.7%

1.2%

0.8%

1.3%

0.4%

0.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

認可保育所

幼稚園

認定こども園

幼稚園の預かり保育

認証保育所

小規模保育

事業所内保育施設

居宅訪問型保育（※）

その他の認可外の保育施設

その他

無回答

家庭的保育

R5

H30
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（４）定期的な教育・保育事業の今後の利用希望 

【問 17で「２. 利用していない」と回答した方のみ】 

問 20 宛て名のお子さんが小学校入学までに定期的な教育・保育事業のいずれかを利用する予

定はありますか。当てはまる番号１つに○を、□内に数字で記入してください。 

問17で「利用していない」と回答した人を対象に定期的な教育・保育事業の利用予定を質問し

たところ、「利用する予定」が92.4％、「利用しない」が3.7％となった。（図表４－４－１） 

 

図表４－４－１ 定期的な教育・保育事業の今後の利用希望 

「利用する予定」と答えた人に子どもが何歳になったら利用したいか聞いたところ、「３歳にな

ったら」が43.4％で最も多く、次いで「１歳になったら」（26.1％）、「２歳になったら」

（23.3％）の順となった。（図表４－４－２） 

 

図表４－４－２ 定期的な教育・保育事業の利用を今後希望する人の利用開始希望時期 

 

92.4%

3.7% 3.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

利用する予定 利用しない 無回答

26.1%

23.3%

43.4%

5.0%

0.3%

2.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

１歳になったら

２歳になったら

３歳になったら

４歳になったら

５歳になったら

無回答
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（５）今後利用したい定期的な教育・保育事業の種類 

【問 21 現在、利用している、利用していないにかかわらず、宛て名のお子さんの平日の教育・

保育として、定期的に利用したい事業について、当てはまる番号すべてに○をつけてくだ

さい。なお、利用には利用者負担（利用料）がかかります。 

現在、利用している、利用していないにかかわらず、子どもの平日の教育・保育として定期的

に利用したい事業は何かを質問したところ、「認可保育所」が57.2％で最も多く、次いで「幼稚

園」（49.3％）、「認定こども園」（30.7％）の順となった。平成30年度と比較すると「幼稚園」が

減少し、「認定こども園」が増加している。（図表４－５－１） 

 

図表４－５－１ 今後利用したい定期的な教育・保育事業の種類 

 

57.2%

49.3%

30.7%

29.9%

6.0%

6.0%

5.4%

4.2%

3.3%

2.8%

2.4%

1.2%

1.0%

57.1%

53.2%

22.5%

28.9%

4.7%

5.9%

6.0%

2.0%

1.2%

2.3%

1.2%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

認可保育所

幼稚園

認定こども園

幼稚園の預かり保育

小規模保育

認証保育所

事業所内保育施設

家庭的保育

居宅訪問型保育

その他の認可外の保育施設

利用しない

その他

無回答

R5

H30
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（６）幼稚園の利用希望 

問 22 問 21で「１．幼稚園」または「２．幼稚園の預かり保育」に○をつけ、かつ３～11にも

○をつけた方にうかがいます。特に幼稚園の利用を強く希望しますか。当てはまる番号に

○をつけてください。 

問21で「幼稚園」または「幼稚園の預かり保育」かつその他の事業の利用を希望する人に幼稚

園の利用を強く希望するかを質問したところ、「はい」が44.8％、「いいえ」が51.4％となった。

（図表４－６－１） 

 

図表４－６－１ 幼稚園の利用希望 

  

44.8% 51.4%

3.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

はい いいえ 無回答
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（７）平日の教育・保育として、最も利用したい事業 

【問 21で「１」～「10」のいずれかを回答した方のみ】 

問 23 宛て名のお子さんの平日の教育・保育として、最も利用したい事業の番号１つに○をつ

けてください。 

問21で各事業の利用を希望する人に最も利用したい事業を質問したところ、「認可保育所」が

43.3％で最も多く、次いで「幼稚園」（36.1％）、「認定こども園」（15.8％）の順となった。平成

30年度調査と比較すると、「認可保育所」及び「幼稚園」が減少し、「認定こども園」が増加して

いる。（図表４－７－１） 

 

図表４－７－１ 平日の教育・保育として、最も利用したい事業 

  

43.3%

36.1%

15.8%

1.6%

0.7%

0.5%

0.4%

0.5%

0.1%

1.1%

46.0%

42.1%

8.8%

1.1%

0.4%

0.7%

0.2%

0.1%

0.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

認可保育所

幼稚園

認定こども園

認証保育所

小規模保育

事業所内保育施設

家庭的保育

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

無回答

R5

H30
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（８）希望するお迎えの時間 

【問 21で「３」～「９」のいずれかを回答した方のみ】 

問 24 希望するお迎えの時間について、該当する番号１つに○をつけてください。 

問21で「幼稚園」、「幼稚園の預かり保育」以外の各施設を利用したいと答えた人に希望するお

迎えの時間を質問したところ、「18時より前」が56.8％、18時以降が25.1％となった。（図表４－

８－１） 

図表４－８－１ 希望するお迎えの時間 

 

（９）夜間の定期的な教育・保育事業の利用希望 

【問 24で「２. 18時以降」と回答した方のみ】 

問 25 保育園等の延長保育以降も、夜間に定期的な教育・保育事業があった場合、利用したい

ですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。なお、利用には利用者負担（利用料）

がかかります。 

問24で「18時以降」と回答した人に夜間の定期的な教育・保育事業があった場合の利用希望を

質問したところ、「ほぼ毎日利用したい」が22.4％、「週に１～２回程度利用したい」が18.6％、

「月に１～２回程度利用したい」が13.9％、「利用希望はない」が27.6％となった。平成30年度調

査と比較すると、「週に１～２回程度利用したい」及び「「月に１～２回程度利用したい」が減少

し、「利用希望はない」が増加している。（図表４－９－１） 

図表４－９－１ 夜間の定期的な教育・保育事業の利用希望 

56.8% 25.1% 18.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

18時より前 18時以降 無回答

22.4%

22.2%

18.6%

24.9%

13.9%

21.4%

27.6%

20.9%

17.5%

10.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

R5

H30

ほぼ毎日利用したい 週に１～２回程度利用したい 月に１～２回程度利用したい

利用希望はない 無回答
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（10）夜間の定期的な教育・保育事業を利用したい理由 

【問 25で「１」～「３」のいずれかを回答した方のみ】 

問 26 利用したい理由について、当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

問25で「ほぼ毎日利用したい」、「週に１～２回程度利用したい、「月に１～２回程度利用した

い」と回答した人に利用したい理由を質問したところ、「日常的に残業があるから」が59.7％で最

も高く、次いで「職場が遠く、通勤時間が長いから」（47.3％）、「シフトや夜勤で就業時間が夜間

に及ぶから」（30.3％）の順となった。平成30年度調査と比較すると、傾向に大きな変化は見られ

ないが、「日常的に残業があるから」及び「職場が遠く、通勤時間が長いから」が増加し、「シフ

トや夜勤で終業時刻が夜間に及ぶから」が増加した。（図表４－10－１） 

 

図表４－10－１ 夜間の定期的な教育・保育事業を利用したい理由 

 

 

59.7%

47.3%

30.3%

0.5%

6.5%

0.5%

52.1%

43.6%

36.3%

1.5%

12.0%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

日常的に残業があるから

職場が遠く、通勤時間が長いから

シフトや夜勤で終業時刻が夜間に及ぶから

家族や親族の通院・介護をしなければならないから

その他

無回答

R5

H30
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５．土曜・日曜・祝日や長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用状況について 

（１）定期的な教育・保育事業の利用の有無 

問 27 宛て名のお子さんの土曜日、日曜日・祝日における定期的な教育・保育事業の利用希望

についてうかがいます。 

（１）利用希望について、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

土曜日における定期的な教育・保育事業の利用希望を質問したところ、「毎週利用したい」が

7.3％、「ほぼ毎週利用したい」が5.0％、「月に１～２回程度利用したい」が25.2％、「利用する必

要はない」が61.3％となった。（図表５－１－１） 

 

図表５－１－１ 土曜日の定期的な教育・保育事業の利用の有無 

日曜日・祝日における定期的な教育・保育事業の利用希望を質問したところ、「毎週利用した

い」が2.0％、「ほぼ毎週利用したい」が0.9％、「月に１～２回程度利用したい」が14.8％、「利用

する必要はない」が75.7％となった。（図表５－１－２） 

 

図表５－１－２ 日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利用の有無 

7.3%

5.0%

25.2% 61.3%

1.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

毎週利用したい ほぼ毎週利用したい 月に１～２回利用したい

利用する必要はない 無回答

2.0% 0.9%

14.8% 75.7%

6.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

毎週利用したい ほぼ毎週利用したい 月に１～２回利用したい

利用する必要はない 無回答
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（２）定期的な教育・保育事業の利用希望時間帯 

問 27 宛て名のお子さんの土曜日、日曜日・祝日における定期的な教育・保育事業の利用希望

についてうかがいます。 

（２）利用する場合、何時から何時まで利用したいですか。□内に 24 時間表記でご記入く
ださい。 

土曜日・日曜日・祝日における定期的な教育・保育事業の利用希望を質問したところ、「毎週利

用したい」、「ほぼ毎週利用したい」、「月に１～２回程度利用したい」と答えた人にそれぞれの利

用希望時間帯を質問したところ、開始時刻では「８時」（土曜日37.3％、日曜日・祝日34.3％）と

９時「土曜日36.4％、日曜日36.0％」が３割台で高くなっている。（図表５－２－１、５－２－

２） 

 

図表５－２－１ 土曜日の利用開始希望時間帯 

 

図表５－２－２ 日曜日・祝日の利用開始希望時間帯 

14.5%

37.3%

36.4%

7.1%

0.4%

4.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

７時

８時

９時

１０時

11時以降

無回答

15.9%

34.3%

36.0%

9.9%

1.4%

2.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

７時

８時

９時

１０時

11時以降

無回答
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また、終了時刻では「17時～18時」（土曜日61.4％、日曜日・祝日62.4％）が６割台で最も高

く、次いで「15時～16時」（土曜日24.5％、日曜日・祝日21.2％）の順となっている。（図表５－

２－３、５－２－４） 

 

図表５－２－３ 土曜日の利用終了希望時間帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表５－２－４ 日曜日・祝日の利用終了希望時間帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.9%

4.6%

24.5%

61.4%

6.5%

0.1%

4.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

12時以前

13時～14時

15時～16時

17時～18時

19時～20時

21時以降

無回答

1.4%

3.0%

21.2%

62.4%

8.8%

0.5%

2.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

12時以前

13時～14時

15時～16時

17時～18時

19時～20時

21時以降

無回答
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（３）長期休暇期間中の利用の有無 

【問 19で、定期的に「１.幼稚園」を利用していると回答した方のみ】 

問 28 宛て名のお子さんの長期休暇期間中（夏休みや冬休みなど）における定期的な教育・保

育事業のいずれかの事業の利用希望についてうかがいます。 

（１）利用希望について、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

定期的に「幼稚園」を利用していると答えた人に、長期休暇期間中の定期的な教育・保育事業

の利用希望を質問したところ、「毎日利用したい」が12.1％、「ほぼ毎日利用したい」が21.1％、

「週に１～２回利用したい」が32.0％、「利用する必要はない」が31.6％となった。（図表５－３

－１） 

 

図表５－３－１ 長期休暇期間中の利用の有無 

  

12.1% 21.1% 32.0% 31.6%

3.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

毎日利用したい ほぼ毎日利用したい 週に１～２回利用したい

利用する必要はない 無回答



- 47 - 

 

（４）長期休暇期間中の利用希望時間帯 

【問 19で、定期的に「１.幼稚園」を利用していると回答した方のみ】 

問 28 宛て名のお子さんの長期休暇期間中（夏休みや冬休みなど）における定期的な教育・保

育事業のいずれかの事業の利用希望についてうかがいます。 

（２）利用する場合、何時から何時まで利用したいですか。□内に 24時間表記でご記入くださ

い。 

定期的に「幼稚園」を利用していて、長期休暇期間中に定期的な教育・保育事業を「毎日利用

したい」、「ほぼ毎日利用したい」、「週に１～２回利用したい」と回答した人に利用希望時間帯を

質問したところ、開始時刻では「９時」が61.6％で最も高く、次いで「８時」（24.2％）、「10時」

（9.4％）の順となっている。終了時刻では、「15時～16時」が48.1％で最も高く、次いで「17時

～18時」（32.7％）、「13時～14時」（15.5％）の順となっている。（図表５－４－１、５－４－２） 

 

図表５－４－１ 長期休暇期間中の利用開始希望時間帯 

 

 

 

 

 

 

 

図表５－４－２ 長期休暇期間中の利用終了希望時間帯 

4.4%

24.2%

61.6%

9.4%

0.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

７時

８時

９時

10時

無回答

1.0%

15.5%

48.1%

32.7%

2.4%

0.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

12時以前

13～14時

15～16時

17～18時

19～20時

無回答
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６ ．子どもが病気やけがの時の対応 

（１）子どもが病気やけがの時の対処方法 

問 29 宛て名のお子さんが病気になったり、けがをした時の対処方法についてうかがいます。 

（１）対処方法として当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

子どもが病気になったり、けがをしたりした時の対処方法を聞いたところ、「母親が仕事を休ん

で対応した」が59.6％で最も高く、次いで「両親のうち、就労していないほうが対応した」

（41.1％）、「父親が仕事を休んで対応した」（35.6％）、「親族・知人に頼んだ」（27.0％）の順と

なっている。平成30年度調査と比較すると、「母親が仕事を休んで対応した」、「父親が仕事を休ん

で対応した」が増加し、「両親のうち、就労していないほうが対応した」が減少している。（図表

６－１－１） 

 

図表６－１－１ 子どもが病気やけがの時の対処方法 

59.6%

41.1%

35.6%

27.0%

3.2%

1.0%

0.3%

0.1%

3.8%

3.8%

1.9%

51.6%

47.2%

24.1%

28.8%

4.0%

0.6%

0.2%

0.1%

1.7%

6.0%

2.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

母親が仕事を休んで対応した

両親のうち、就労していない方が対応した

父親が仕事を休んで対応した

親族・知人に頼んだ

病児・病後児保育を利用した

仕方なく子どもだけで留守番させた

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

その他

病気やケガをするようなことはなかった

無回答

R5

H30
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（２）子どもが病気やけがの時に対処した日数 

問 29 宛て名のお子さんが病気になったり、けがをした時の対処方法についてうかがいます。 

（２）（１）で○をつけた対処方法について、この１年間でおおよそ何日ありましたか。□内に

数字でご記入ください。 

子どもが病気になったり、けがをしたりした時の対処方法を回答した人に、それぞれの対処方

法がこの1年間でおおよそ何日あったか質問したところ、以下の結果となった。（図表６－１－

１） 

 

図表６－２－１ 子どもが病気やけがの時に対処した日数 

 

 

23.3%

28.1%

25.7%

12.0%

5.9%

5.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

年１～６日

年７～12日

年13～24日

年25～36日

年37日以上

無回答

両親のうち、就労していない方が対応した 

31.7%

33.5%

19.7%

6.6%

4.2%

4.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

年１～６日

年７～12日

年13～24日

年25～36日

年37日以上

無回答

母親が仕事を休んで対応した

71.0%

20.7%

5.3%

1.0%

0.0%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

年１～６日

年７～12日

年13～24日

年25～36日

年37日以上

無回答

父親が仕事を休んで対応した

61.7%

21.8%

8.3%

1.8%

0.5%

5.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

年１～６日

年７～12日

年13～24日

年25～36日

年37日以上

無回答

親族・知人に頼んだ
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66.7%

12.1%

15.2%

1.5%

3.0%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

年１～６日

年７～12日

年13～24日

年25～36日

年37日以上

無回答

病児・病後児保育を利用した

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

年１～６日

年７～12日

年13～24日

年25～36日

年37日以上

無回答

ファミリー・サポート・センターを

利用した

71.4%

14.3%

0.0%

0.0%

14.3%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

年１～６日

年７～12日

年13～24日

年25～36日

年37日以上

無回答

ベビーシッターを利用した

90.0%

10.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

年１～６日

年７～12日

年13～24日

年25～36日

年37日以上

無回答

仕方なく子どもだけで留守番させた

22.8%

25.3%

15.2%

8.9%

12.7%

15.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

年１～６日

年７～12日

年13～24日

年25～36日

年37日以上

無回答

その他
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（３）病児・病後児保育の今後の利用希望 

問 30 今後、宛て名のお子さんが病気やけがの時、病児・病後児保育を利用したいですか。当

てはまる番号１つに○をつけてください。なお、利用には利用料やかかりつけ医の受診が

必要になります。 

今後、子どもが病気やけがの時、病児・病後児保育を利用したいか質問したところ、「利用した

い」が30.8％、「利用したいと思わない」が68.8％となった。平成30年度調査との比較では、大き

な差は見られなかった。（図表６－３－１） 

 

図表６－３－１ 病児・病後児保育の今後の利用希望 

  

30.8%

31.3%

68.8%

67.4%

0.4%

1.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

R5

H30

利用したい 利用したいと思わない 無回答
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（４）病児・病後児保育の今後の利用希望日数 

【問 30で「１. 利用したい」と回答した方のみ】 

問 31 病児・病後児保育を利用する場合、１年間の利用日数は何日程度になると思いますか。 

□内に数字でご記入ください。 

子どもが病気やけがの時、病児・病後児保育を「利用したい」と回答した人の１年間の利用日

数が何日程度になるかと思うか質問したところ、「年１～６日」が39.9％で最も高く、次いで「年

７～１２日」（36.9％）、「年１３～２４日」（12.8％）の順となった。（図表６－４－１） 

 

図表６－４－１ 病児・病後児保育の今後の利用希望日数 

 

  

39.9%

36.9%

12.8%

6.5%

2.1%

1.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

年１～６日

年７～12日

年13～24日

年25～36日

年37日以上

無回答
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（５）病児・病後児保育を利用したいと思わない理由 

【問 30で「２.利用したいと思わない」と回答した方のみ】 

問 32 利用したいと思わない理由について、当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

今後、子どもが病気やけがの時、病児・病後児保育を「利用したいと思わない」と回答した人

にその理由を質問したところ、「保護者が仕事を休んで看病するから」が62.9％で最も高く、次い

で、「他の病気にかかりそうで心配だから」（33.6％）、「かかりつけ医の受診や事前登録が面倒だ

から」（30.7％）の順になっている。（図表６－５－１） 

 

図表６－５－１ 病児・病後児保育を利用したいと思わない理由 

 

62.9%

33.6%

30.7%

26.9%

23.9%

23.1%

17.6%

11.8%

10.1%

12.7%

2.5%

60.1%

33.2%

23.7%

27.2%

23.3%

31.5%

17.2%

9.6%

7.3%

15.3%

3.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

保護者が仕事を休んで看病するから

他の病気にかかりそうで心配だから

かかりつけ医の受診や事前登録が面倒だから

どんな所か、よく知らないから

立地が良くないから、または近くにないから

親族・知人に預けることができるから

利用料が高いから

利用料がわからないから

預けられる時間や曜日が十分ではないから

その他

無回答

R5

H30
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７．不定期の教育・保育事業の利用状況  

（１）不定期の教育・保育事業の利用状況 

問 33 不定期の教育・保育事業の利用状況についてうかがいます。 

（１）不定期の教育・保育事業について、利用したことがある番号すべてに○をつけてくださ

い。 

不定期の教育・保育事業について、利用したことがあるものを質問したところ、「幼稚園の預か

り保育」が7.7％で最も高く、次いで「認可保育所の一時保育」が7.3％となった。利用しなかっ

たという回答は81.7％となった。平成30年度調査と比較すると、「幼稚園の預かり保育」が減少

し、「利用しなかった」が増加している。（図表７－１－１） 

 

図表７－１－１ 不定期の教育・保育事業の利用状況 

 

7.7%

7.3%

1.6%

1.1%

0.0%

1.3%

81.7%

1.1%

12.1%

6.9%

1.8%

0.6%

0.1%

1.4%

78.0%

2.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

幼稚園の預かり保育

認可保育所の一時保育

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッター

トワイライトステイ

その他

利用しなかった

無回答

R5

H30
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（２）不定期の教育・保育事業を利用した日数 

問 33 不定期の教育・保育事業の利用状況についてうかがいます。 

（２）（１）で○をつけた事業について、この１年間でおおよそ何日利用しましたか。 

□内に数字でご記入ください。 

不定期の教育・保育事業についてこの１年間でおおよそ何日利用したか質問したところ、以下

の結果となった。（図表７－２－１） 

 

図表７－２－１ 不定期の教育・保育事業を利用した日数 

 

  

51.7%

14.1%

6.7%

8.1%

8.7%

10.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

年１～６日

年７～12日

年13～24日

年25～36日

年37日以上

無回答

認可保育所の一時保育

40.9%

22.6%

11.3%

8.8%

11.9%

4.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

年１～６日

年７～12日

年13～24日

年25～36日

年37日以上

無回答

幼稚園の預かり保育

30.3%

27.3%

15.2%

6.1%

9.1%

12.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

年１～６日

年７～12日

年13～24日

年25～36日

年37日以上

無回答

ファミリー・サポート・センター

0.0%

0.0%

100.0%
0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

年１～６日

年７～12日

年13～24日

年25～36日

年37日以上

無回答

トワイライトステイ
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（３）不定期の教育・保育事業を利用しなかった理由 

【問 33で「７. 利用しなかった」と回答した方のみ】 

問 34 利用しなかった理由について、当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

不定期の教育・保育事業を「利用しなかった」と回答した人に、その理由を質問したところ、

「とくに利用する必要がなかった」が74.9％で最も高く、次いで「利用方法がわからなかった」

（14.7％）、「事業を知らなかった」（10.6％）の順になった。（図表７－３－１） 

 

図表７－３－１ 不定期の教育・保育事業を利用しなかった理由 

65.2%

17.4%

4.3%

0.0%

8.7%

4.3%

0.0% 50.0% 100.0%

年１～６日

年７～12日

年13～24日

年25～36日

年37日以上

無回答

ベビーシッター

55.6%

14.8%

11.1%

7.4%

3.7%

7.4%

0.0% 50.0% 100.0%

年１～６日

年７～12日

年13～24日

年25～36日

年37日以上

無回答

その他

74.9%

14.7%

10.6%

9.2%

6.3%

5.3%

10.1%

0.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

特に利用する必要がなかった

利用方法がわからなかった

事業を知らなかった

利用料が高かった

利用できる事業が近くになかった

利用料がいくらかわからなかった

その他

無回答
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（４）不定期の教育・保育事業の今後の利用希望 

問 35 今後、不定期の教育・保育事業のいずれかを利用したいですか。 

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

不定期の教育・保育事業を今後利用したいかを質問したところ、「利用したい」が35.2％、「利

用したいと思わない」が59.8％となった。（図表７－４－１） 

 

図表７－４－１ 不定期の教育・保育事業を利用した日数 

 

（５）不定期の教育・保育事業の利用希望日数 

【問 35で「１. 利用したい」と回答した方のみ】 

問 36 利用する場合、１年間の利用日数は合計で何日程度になると思いますか。□内に数字で

ご記入ください。 

不定期の教育・保育事業を「利用したい」と答えた人に、１年間の利用日数は合計で何日程度

になると思うか質問したところ、「年７～12日」が36.8％で最も高く、次いで「年１～６日」

（34.3％）、「年13日～24日」（11.9％）の順となった。（図表７－５－１） 

 

図表７－５－１ 不定期の教育・保育事業の利用希望日数 

 

 

 

 

 

 

 

35.2% 59.8%

4.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

利用したい 利用したいと思わない 無回答

34.3%

36.8%

11.9%

5.3%

9.4%

2.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

年１～６日

年７～12日

年13～24日

年25～36日

年37日以上

無回答
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（６）ショ－トステイ事業利用時の用事の種類 

問 37 保護者が用事の際に利用できるショ－トステイ事業（宿泊型一時保育）について、利用

希望の有無や日数について、当てはまる番号すべてに○をつけ、必要な泊数をご記入くだ

さい。なお、事業の利用に当たっては、一定の利用料がかかります。 

ショ－トステイ事業利用時の用事の種類及び日数を質問したところ、用事の種類は「保護者や

家族の病気」が13.7％で最も多く、次いで、「保護者や家族の育児疲れ・不安」（11.3％）、「冠婚

葬祭」（5.8％）の順となった。（図表７－６－１） 

 また、利用希望日数はすべての用事の種類において「年１～６泊」が最も高くなった。（図表７

－６－２） 

 

図表７－６－１ ショ－トステイ事業利用時の用事の種類 

図表７－６－２ ショ－トステイ事業利用時の用事の種類ごとの利用希望日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.7%

11.3%

5.8%

2.1%

64.6%

16.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

保護者や家族の病気

保護者や家族の育児疲れ・不安

冠婚葬祭

その他

利用しない

無回答

87.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

12.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

年１～６泊

年７～12泊

年13～24泊

年25～36泊

年37泊以上

無回答

冠婚葬祭

90.5%

5.6%

0.4%

0.4%

0.9%

2.2%

0.0% 50.0% 100.0%

年１～６泊

年７～12泊

年13～24泊

年25～36泊

年37泊以上

無回答

保護者や家族の育児疲れ・不安
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（７）毎週決まった曜日に子どもを預けられる制度の利用意向 

【問 17で定期的な教育・保育事業を「２.利用していない」と回答した方のみ】 

問 38 認可保育所等で、毎週決まった曜日に子どもを預けられる制度があれば利用しますか。

利用する場合は、1 日あたり最低何時間必要ですか。当てはまる番号１つに○を、□内に

数字を記入してください。 

定期的な教育・保育事業を利用していない人向けの通園制度について、利用希望を質問したと

ころ、「利用する」が50.2％、「利用しない」が36.1％となった。（図表７－７－１） 

 また、「利用する」と回答した人に１日当たり最低何時間必要か質問したところ、「１日４～５

時間」が32.3％で最も高く、次いで「１日６～７時間」（30.0％）、「１日４時間未満」（17.5％）

の順となった。（図表７－７－２） 

 

図表７－７－１ 毎週決まった曜日に子どもを預けられる制度の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

86.9%

6.7%

1.1%

0.7%

0.7%

3.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

年１～６泊

年７～12泊

年13～24泊

年25～36泊

年37泊以上

無回答

保護者や家族の病気

77.3%

9.1%

2.3%

0.0%

4.5%

6.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

年１～６泊

年７～12泊

年13～24泊

年25～36泊

年37泊以上

無回答

その他 

50.2% 36.1% 13.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

利用する 利用しない 無回答
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図表７－７－２ 毎週決まった曜日に子どもを預けられる制度の最低利用時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.5%

32.3%

30.0%

15.2%

4.1%

0.5%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１日４時間未満

１日４～５時間

１日６～７時間

１日８～９時間

１日10～11時間

１日12時間以上

無回答
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８．子育てひろばの利用状況 

（１）子育てひろばの利用状況 

問 39 子育てひろばの利用状況についてうかがいます。 

（１）子育てひろばについて、利用したことがある番号すべてに○をつけてください。 

子育てひろばについて、利用したことがあるものを質問したところ、「親子つどいの広場」が

38.9％で最も高く、次いで「保育園の子育てひろば」（18.2％）、「子ども・若者育成支援センタ－

（旧児童館）の子育てひろば」（17.1％）の順となった。（図表８－１－１） 

 

図表８－１－１ 子育てひろばの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

38.9%

18.2%

17.1%

49.4%

1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

親子つどいの広場

保育園の子育てひろば

子ども・若者育成支援センターの子育てひろば

利用しなかった

無回答
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（２）子育てひろばの利用回数 

問 39 子育てひろばの利用状況についてうかがいます。 

（２）（１）で○をつけたひろばについて、月におおよそ何回利用しましたか。 

□内に数字でご記入ください。 

子育てひろばを利用したことがあると回答した人にこの１年間でおおよそ何回利用したか質問

したところ、すべてのひろばで「月１～２回」が最も高くなっている。（図表８－２－１） 

 

図表８－２－１ 子育てひろばの利用回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.5%

15.2%

9.3%

2.8%

8.3%

6.3%

4.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

月１～２回

月３～４回

月５～６回

月７～８回

月９～１０回

月１１回以上

無回答

親子つどいの広場

63.4%

13.4%

5.6%

1.9%

4.3%

3.5%

8.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

月１～２回

月３～４回

月５～６回

月７～８回

月９～１０回

月１１回以上

無回答

保育園の子育てひろば

57.4%

15.1%

8.3%

2.9%

5.4%

3.7%

7.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

月１～２回

月３～４回

月５～６回

月７～８回

月９～１０回

月１１回以上

無回答

子ども・若者育成支援センター

（旧児童館）の子育てひろば
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（３）子育てひろばを利用しなかった理由 

【問 39で「４. 利用しなかった」と回答した方のみ】 

問 40 利用しなかった理由について、当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

子育てひろばを「利用しなかった」と回答した人にその理由を質問したところ、「とくに利用す

る必要がなかった」が60.4％最も高く、次いで「利用方法がわからかなかった」（13.8％）、「子育

てひろばを知らなかった」（13.6％）となった。平成30年度調査では、「利用時間が合わなかっ

た」の選択肢がなく比較ができないため、参考に結果を記載する。（図表８－３－１） 

 

図表８－３－１ 子育てひろばを利用しなかった理由 

※「利用時間が合わなかった」は令和５年度調査で追加した選択肢である。 

  

60.4%

13.8%

13.6%

12.7%

10.8%

15.0%

2.1%

74.4%

9.1%

9.4%

6.8%

14.3%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

特に利用する必要がなかった

利用方法がわからなかった

子育てひろばを知らなかった

利用時間が合わなかった（※）

利用できる施設が近くになかった

その他

無回答

R5

H30
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（４）子育てひろばの今後の利用希望 

【すべての方にうかがいます】 

問 41 今後、子育てひろばのいずれかを利用したいですか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

子育てひろばを今後利用したいかを質問したところ、「利用したい」が50.2％、「利用したいと

思わない」が47.1％となった。（図表８－４－１） 

 

図表８－４－１ 子育てひろばの今後の利用希望 

 

 

 

 

 

（５）子育てひろばの今後の利用希望回数 

【問 41で「１. 利用したい」と回答した方のみ】 

問 42 月当たりの利用回数はおおよそ何回程度になると思いますか。□内に数字でご記入くだ

さい。 

子育てひろばを「利用したい」と回答した人に子育てひろばの今後の利用希望回数を質問した

ところ、「月１～２回」が48.8％で最も高く、次いで「月３～４回」（25.0％）、「月５～６回」

（8.9％）の順となった。（図表８－５－１） 

 

図表８－５－１ 子育てひろばの今後の利用希望回数 

 

 

 

 

 

 

  

50.2% 47.1%

2.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

利用したい 利用したいと思わない 無回答

48.8%

25.0%

8.9%

4.2%

5.6%

4.4%

3.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

月１～２回

月３～４回

月５～６回

月７～８回

月９～１０回

月１１回以上

無回答
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９．小学校就学後の放課後の過ごし方 

（１）放課後の過ごし方の希望 

問 43 保護者の方は、宛て名のお子さんが就学後、放課後をどこで過ごしてほしいと考えてい

ますか。 

（１）小学１～３年生（２）小学４～６年生それぞれで、過ごしてほしい居場所の番号すべてに

○をつけてください。 

子どもが５歳の人に、子どもの就学後、放課後をどこで過ごしてほしいと考えているか質問し

たところ、（１）小学１～３年生では「学童保育所」が65.6％で最も高く、次いで「放課後こども

教室」（47.9％）、「習い事」（47.5％）の順となった。平成30年度調査との比較では「学童保育

所」が大きく増加し、「親族・知人・子どもの友人宅」が大きく減少した。（図表９－１－１） 

 

図表９－１－１ 小学１～３年生のころの放課後の過ごし方の希望 

65.6%

47.9%

47.5%

46.3%

18.4%

12.3%

8.3%

4.6%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

学童保育所

放課後子ども教室

習い事

自宅

親族・知人・子どもの友人宅

子ども・若者育成支援センター(旧児童館）

その他

ファミリー・サポート・センターの提供会員

宅

無回答

R5

H30
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（２）小学４～６年生では「自宅」が68.7％で最も高く、次いで「習い事」（64.1％）、「放課後

子ども教室」（49.4％）の順となった。平成30年度調査との比較では「自宅」と「習い事」が大き

く増加した。（図表９－１－２） 

 

図表９－１－２ 小学４～６年生のころの放課後の過ごし方の希望 

 

  

68.7%

64.1%

49.4%

28.5%

27.3%

19.9%

4.0%

14.4%

10.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自宅

習い事

放課後子ども教室

親族・知人・子どもの友人宅

学童保育所

子ども・若者育成支援センター（旧児童館）

ファミリー・サポート・センターの提供会員宅

その他

無回答

R5

H30
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（２）ファミリ－・サポ－ト・センタ－の利用日数 

【問 43（１）（２）で「７. ファミリ－・サポ－ト・センタ－の提供会員宅」と回答した方のみ】 

問 44 ファミリ－・サポ－ト・センタ－を利用する場合、週に何日利用したいですか。 

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

子どもが５歳の人のうち、子どもの就学後、放課後を「ファミリ－・サポ－ト・センタ－の提

供会員宅」で過ごしてほしいと答えた人に、ファミリ－・サポ－ト・センタ－を週に何日利用し

たいか質問した結果、回答者が（１）小学１～３年生で15人、（２）小学４～６年生で13人と母数

が少ないため、参考に結果を記載する。（図表９－２－１、図表９－２－２） 

 

図表９－２－１ 小学１～３年生のころのファミリ－・サポ－ト・センタ－の利用日数 

 

図表９－２－２ 小学４～６年生のころのファミリ－・サポ－ト・センタ－の利用日数 

 

33.3% 26.7% 20.0%

0.0%

20.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

週に１日 週に２日 週に３日 週に４日 週に５日以上

38.5% 30.8% 23.1%

0.0%

7.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

週に１日 週に２日 週に３日 週に４日 週に５日以上
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10．保護者の職場における仕事と子育ての両立支援制度 

（１）育児休業の取得状況 

問 45 宛て名のお子さんが生まれた時、育児休業を取得しましたか。（１）母親（２）父親それ

ぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

育児休業を取得したか質問したところ、母親では、「取得した（取得中含む）」が54.0％、「取得

しなかった、できなかった」が8.6％、「働いていなかった」が36.1％となった。平成30年度調査

と比較すると、「取得した（取得中含む）」が増加し、「働いていなかった」が減少している。（図

表10－１－１） 

 

図表10－１－１ 母親の育児休業の取得状況 

 父親では、「取得した（取得中含む）」が17.1％、「取得しなかった、できなかった」が

73.6％、「働いていなかった」が1.4％となった。平成30年度調査と比較すると、「取得した（取得

中含む）」が増加し、「取得しなかった、できなかった」が減少している。（図表10－１－２） 

 

図表10－１－２ 父親の育児休業の取得状況 

36.1%

47.7%

54.0%

41.6%

8.6%

8.7%

1.3%

2.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

R5

H30

働いていなかった 取得した（取得中含む） 取得しなかった、できなかった 無回答

1.4%

0.8%

17.1%

5.0%

73.6%

83.6%

7.9%

10.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

R5

H30

働いていなかった 取得した（取得中含む） 取得しなかった、できなかった 無回答
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（２）育児休業の希望取得期間と実際の取得期間の差異の状況 

【問 45で母親・父親のどちらか、または両方が「２.取得した（取得中含む）」と回答した方の

み】 

問 46 希望していた育児休業の取得期間と実際の取得期間について、当てはまる番号１つに○

をつけてください。※取得中の方は予定でお答えください。 

母親・父親のどちらか、または両方が育児休業を「取得した（取得中含む）」と答えた人に、希

望していた育児休業の取得期間と実際の取得期間に差異があったか質問したところ、母親では、

「希望どおり取得した」が72.2％、「希望より短く取得した」が16.7％、「希望より長く取得し

た」が9.6％となった。父親では、「希望どおり取得した」が68.1％、「希望より短く取得した」が

27.4％、「希望より長く取得した」が1.4％となった。平成30年度調査と比較すると、母親では、

「希望通り取得した」が増加しているが、父親では、「希望通り取得した」は減少した。（図表10

－２－１） 

 

図表10－２－１ 育児休業の希望取得期間と実際の取得期間の差異の状況 
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66.5%
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72.4%
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22.2%

27.4%

17.1%
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10.3%

1.4%
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7.6%
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R5

H30

R5

H30

母
親

父
親

希望どおり取得した 希望より短く取得した 希望より長く取得した
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（３）育児休業を希望より短く取得した理由 

【問 46で母親・父親のどちらか、または両方が「２．希望より短く取得した」と回答した方の

み】 

問 47 希望より短く取得した理由について、当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

母親・父親のどちらか、または両方が育児休業を「希望より短く取得した」と答えた人に、そ

の理由を質問したところ、母親では、「希望する保育所に入るため」」が73.0％で最も高く、次い

で「経済的な理由で早く復帰する必要があったため」（11.9％）、「人事異動や業務の節目に合わせ

るため」（8.1％）の順となっている。父親では、「人事異動や業務の節目に合わせるため」が

32.3％で最も高く、次いで「経済的な理由で早く復帰する必要があったため」28.1％の順となっ

た。（図表10－３－１） 

 

図表10－３－１ 育児休業を希望より短く取得した理由 

 

 

  

73.0%

11.9%

8.1%

0.0%

4.3%

2.7%

1.0%

28.1%

32.3%

1.0%

36.5%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

希望する保育所に入るため

経済的な理由で早く復帰する必要があったため

人事異動や業務の節目に合わせるため

配偶者や家族の希望があったため

その他

無回答

母親

父親
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（４）育児休業を希望より長く取得した理由 

【問 46で母親・父親のどちらか、または両方が「３．希望より長く取得した」と回答した方の

み】 

問 48 希望より長く取得した理由について、当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

母親・父親のどちらか、または両方が育児休業を「希望より長く取得した」と答えた人に、そ

の理由を質問したところ、母親では、「希望する保育所に入れなかったため」が63.6％で最も高

く、次いで「自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため」（16.8％）、「子どもを見てくれる

人がいなかったため」（13.1％）の順となっている。 

 父親については、回答者が５人と少ないため集計結果を参考に記載する。（図表10－４－１） 

 

図表10－４－１ 育児休業を希望より長く取得した理由 
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無回答
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父親
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（５）「子どもが１歳になれば必ず教育・保育事業を利用できる」とした場合の育児休業の

取得希望 

【問 45で母親・父親のどちらか、または両方が「２．取得した（取得中含む）」と回答した方の

み】 

問 49 あなたに０歳のお子さんがいたとして、１歳になったときに必ず利用できる教育・保育

事業があった場合、１歳になるまで育児休業を取得しますか。当てはまる番号１つに○を

つけてください。 

母親・父親のどちらか、または両方が育児休業を「取得した（取得中含む）」と答えた人に、０

歳の子どもがいたとして、１歳になったときに必ず利用できる教育・保育事業があった場合、１

歳になるまで育児休業を取得するか聞いたところ、「１歳になるまで育児休業を取得する」は母親

で56.0％、父親で23.4％となった。一方、「必ず利用できたとしても１歳になる前に復帰する」は

母親で8.2％、父親で39.9％となっている。（図表10－５－１） 

 

図表10－５－１ 「子どもが１歳になれば必ず教育・保育事業を利用できる」とした場合の育

児休業の取得希望 

 

 

56.0%

23.4%

8.2%

39.9%

35.8%

36.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

母親

父親

少なくとも１歳になるまで育児休業を取得する

必ず利用できたとしても１歳になる前に復帰する

無回答
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（６）育児休業を取得しなかった理由 

【問 45で母親・父親のどちらか、または両方が「３. 取得しなかった、できなかった」と回答

した方のみ】 

問 50 取得しなかった理由について、当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

母親・父親のどちらか、または両方が育児休業を「取得しなかった、できなかった」と答えた

人に、その理由を聞いたところ、母親では、「職場に育休の制度がなかった」が43.2％で最も高

く、次いで、「子育てや家事に専念するために退職した」（17.0％）、「有期雇用のため育休の取得

要件を満たさなかった」（14.8％）の順となった。（図表10－６－１） 

 

図表10－６－１ 育児休業を取得しなかった理由（母親） 

43.2%

17.0%

14.8%

10.8%
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9.7%

9.7%

7.4%

6.3%

5.1%

1.1%
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0.6%

19.9%

4.5%

41.2%

25.8%

11.0%

11.0%

17.6%

8.8%

13.2%

12.1%

12.6%

7.1%

0.5%

0.0%

0.0%

17.0%

1.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

職場に育休の制度がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

有期雇用のため育休の取得要件を満たさなかった

仕事が忙しかった

職場に育休を取りにくい雰囲気があった

早く仕事に復帰したかった

収入が減り、経済的に苦しくなる

保育園などに預けることができた

仕事に戻るのが難しそうだった

親族・知人にみてもらえた

配偶者が育休を取得した

配偶者が働いていなかった

昇給・昇格が遅れる心配があった

その他

無回答

R5

H30
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父親では、「仕事が忙しかった」が41.7％で最も高く、次いで、「職場に育休を取りにくい雰囲

気があった」（38.6％）、「収入が減り、経済的に苦しくなる」34.0％の順となった。（図表10－６

－２） 

 

図表10－６－２ 育児休業を取得しなかった理由（父親） 
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無回答

R5

H30



- 75 - 

 

11．日ごろの子育ての状況  

（１）安心して子育てができていると感じるか 

問 51 あなたは安心して子育てができていると感じていますか。当てはまる番号１つに○をつ

けてください。 

安心して子育てができていると感じているかを質問したところ、「そう感じる」（34.1％）と

「どちらかといえばそう感じる」（47.4％）を合わせた「感じる（計）」は81.5％となった。一

方、「どちらかといえばそう感じない」（13.0％）と「そう感じない」（4.9％）を合わせた「感じ

ない（計）」は13.9％となった。（図表11－１－１） 

 

図表11－１－１ 安心して子育てができていると感じるか 
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R5

H30

そう感じる どちらかといえばそう感じる

どちらかといえばそう感じない そう感じない

無回答

85.5％ 13.9％

感じる

（計） 

感じない

（計） 

81.5％ 17.9％ 
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居住地域別では、「感じる（計）」は東部地域（82.6％）が最も高く、北部地域（77.7％）が最

も低くなった。（図表11－１－２） 

 

図表11－１－２ 安心して子育てができていると感じるか（居住地域別）  
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東南部地域

そう感じる どちらかといえばそう感じる

どちらかといえばそう感じない そう感じない

無回答

感じる

（計） 

感じない

（計） 

82.4％ 6.2％ 

80.1％ 19.4％ 

82.6％ 17.4％ 

80.4％ 17.6％ 

77.7％ 22.3％ 

81.7％ 17.7％ 
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配偶者の有無別では、「感じる（計）」は「配偶者がいる」（82.6）が「配偶者はいない」

（62.8％）を下回った。（図表11－１－２） 

 

図表11－１－３ 安心して子育てができていると感じるか（配偶者の有無別） 
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（２）地域の人が子育てを支えてくれていると感じるか 

問 52 あなたは地域の人が子育てを支えてくれていると感じていますか。当てはまる番号１つ

に○をつけてください。 

地域の人が子育てを支えてくれていると感じるかを質問したところ、「そう感じる」（14.7％）

と「どちらかといえばそう感じる」（39.8％）を合わせた「感じる（計）」は54.5％となった。一

方、「どちらかといえばそう感じない」（24.9％）と「そう感じない」（19.5％）を合わせた「感じ

ない（計）」は44.4％となった。（図表11－２－１） 

 

図表11－２－１ 地域の人が子育てを支えてくれていると感じるか 

 

 

 

 

 

 

 

14.7%

17.4%

39.8%

42.9%

24.9%

23.4%

19.5%

15.4%

1.2%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5

H30
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 居住地域別では、「感じる（計）」は東部地域（59.9％）で最も高く、北部地域（49.3％）で

最も低くなった。（図表11－２－２） 

 

図表11－２－２ 地域の人が子育てを支えてくれていると感じるか（居住地域別） 
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 配偶者の有無別では、「感じる（計）」は「配偶者がいる」（54.2％）を、「配偶者はいない」

（60.8％）が上回った。（図表 11－２－２） 

 

図表 11－２－２ 地域の人が子育てを支えてくれていると感じるか（配偶者の有無別） 

 

  

14.6%

14.7%

39.6%

46.1%

25.4%

13.7%

19.3%

23.5%

1.1%

2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配偶者がいる

配偶者はいない

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない

そう感じない 無回答

感じる

（計） 
感じない

（計） 

54.2％ 44.7％ 

60.8％ 37.2％ 
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（３）子育てに関して悩んでいること、気になること 

問 53 子育てに関して悩んでいること、気になることについて、当てはまる番号すべてに○を

つけてください。 

子育てに関して悩んでいること、気になることを質問したところ、「子育てにかかる経済的負担

に関すること」が59.6％で最も高く、次いで「子どもへの教育、接し方、触れ合う時間に関する

こと」（50.9％）、「子どもの病気や発達、性格行動等、子ども本人に関すること」（49.2％）の順

となった。（図表11－３－１） 

 

図表11－３－１ 子育てに関して悩んでいること、気になること 

59.6%

50.9%

49.2%

37.0%

32.6%

32.4%

17.4%

11.1%

11.1%

10.3%

7.7%

6.9%

6.9%

6.4%

6.1%

2.2%

4.9%

7.0%

2.2%

56.0%

61.1%

57.5%

39.1%

32.5%

35.9%

24.1%

12.1%

8.8%

7.7%

6.6%

9.5%

9.5%

8.5%

5.5%

2.4%

3.4%

5.7%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

子育てにかかる経済的負担に関すること

子どもへの教育、接し方、触れ合う時間に関すること

子どもの病気や発育・発達・性格行動等、子ども本人に関す

ること

子どもに与える食事や栄養に関すること

仕事や自分のやりたいことが十分できないこと

子ども同士の友だち付き合いに関すること

親同士の付き合いに関すること

配偶者や祖父母の協力が得られないこと、

得にくいこと

子育てを手伝ってくれる人がいないこと

保育サービスに利用条件があり、利用できないことがあるこ

と

話し相手や相談相手がいないこと

子どもへ手をあげたり、世話をしなかったりしてしまうこと

配偶者や祖父母と子育てに関して意見が合わないこと

子育てについて、まわりの見る目が気になること

職場で子育てへの理解が得られないこと、得にくいこと

子育てに加えて、親族の介護が必要なこと

その他

悩みや気になることは特にない

無回答

R5

H30
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（４）子育てに関する悩みを実際に相談した相手・機関 

【問 53で「１」～「17」のいずれかを回答した方のみ】 

問 54 悩んでいること、気になることの相談状況についてうかがいます。 

（１）実際に相談した相手・機関について、当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

子育てに関して悩んでいること、気になることがあると答えた人に、悩んでいることや気にな

ることを実際に相談した相手、機関を質問したところ、「配偶者」が79.1％で最も高く、次いで

「配偶者以外の親族」（56.9％）、「友人・知人・職場の同僚」（53.0％）の順となった。平成30年

度調査と比較すると「配偶者以外の親族」及び「友人・知人・職場の同僚」が特に大きく減少し

た。（図表11－４－１） 

 

図表11－４－１ 子育てに関する悩みを実際に相談した相手・機関 

79.1%

56.9%

53.0%

41.4%

10.1%

9.8%

2.8%

1.0%

2.7%

2.3%

5.3%

2.3%

82.8%

66.9%

65.9%

44.2%

8.2%

9.8%

2.6%

0.1%

1.9%

2.6%

6.8%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配偶者

配偶者以外の親族

友人・知人・職場の同僚

かかりつけの医師など立ち話程度で話せる相手

専門的な病院など予約を取って相談するような機関

インターネットやＳＮＳ

子育て電話相談

子育てメール相談

その他

誰にも相談できなかった、誰に相談したら良いかわからなかった

相談するほどではなかった

無回答

R5

H30



- 83 - 

 

（５）子育てに関する悩みを相談したいと考える相手・機関 

【問 53で「１」～「17」のいずれかを回答した方のみ】 

問 54 悩んでいること、気になることの相談状況についてうかがいます。 

（２）相談したいと考える相手・機関について、当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

子育てに関して悩んでいること、気になることがあると答えた人に、悩んでいることや気にな

ることを相談したいと考える相手、機関を質問したところ、「配偶者」が77.9％で最も高く、次い

で「配偶者以外の親族」（59.4％）、「友人・知人・職場の同僚」（57.0％）の順となった。平成30

年度調査と比較すると「配偶者」及び「配偶者以外の親族」、「友人・知人・職場の同僚」が特に

大きく減少した。（図表11－５－１） 

 

図表11－５－１ 子育てに関する悩みを相談したいと考える相手・機関 

77.9%

59.4%

57.0%

48.7%

18.9%

11.5%

6.0%

4.4%

2.1%

4.9%

84.4%

69.8%

69.2%

48.5%

16.5%

8.7%

6.4%

3.8%

1.3%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配偶者

配偶者以外の親族

友人・知人・職場の同僚

かかりつけの医師など立ち話程度で話せる相手

専門的な病院など予約を取って相談するような機関

インターネットやＳＮＳ

子育て電話相談

子育てメール相談

その他

無回答

R5

H30
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（６）子育てにかかる経済的な不安の具体的な内容 

【問 53で「４. 子育てにかかる経済的負担に関すること」と回答した方のみ】 

問 55 子育てにかかる経済的な不安の具体的な内容について、当てはまる番号すべてに○をつ

けてください。 

子育てに関して悩んでいること、気になることとして「子育てにかかる経済的負担に関するこ

と」と答えた人にその具体的な内容を聞いたところ、「進学のための費用が準備できていないこ

と」が60.7％で最も高く、次いで「塾や習い事に通わせることができないこと」（48.6％）、「衣類

を十分に買えないこと」（10.2％）の順となった。平成30年度調査との比較では、大きな差は見ら

れなかった（図表11－６－１） 

 

図表11－６－１ 子育てにかかる経済的な不安の具体的な内容 

 

60.7%

48.6%

10.2%

9.5%

8.4%

4.7%

22.1%

6.0%

62.5%

45.8%

8.7%

6.4%

9.3%

3.4%

20.0%

3.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

進学のための費用が準備できていないこと

塾や習い事に通わせることができないこと

衣類を十分に買えないこと

食料を十分に買えないこと

家賃や住宅ローンを払えないこと

公共料金を払えないこと

その他

無回答

R5

H30
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（７）子育てにかかる負担感 

問 56 子育てに係る負担感について次のうち最も感じるものに○を付けてください。 

子育てにかかる負担感を質問したところ、「身体的な疲労感」が40.4％で最も高く、次いで「自

由に使える時間が取れない」（19.8％）、「わがままに対するストレス」（9.5％）の順となった。

（図表11－７－１） 

 

図表11－７－１ 子育てにかかる負担感 

 

 

 

 

 

 

  

40.4%

19.8%

9.5%

6.7%

3.8%

1.3%

10.6%

7.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

身体的な疲労感

自由に使える時間が取れない

わがままに対するストレス

責任感を感じる

睡眠不足

夜泣きなどの対応

この中に負担に感じるものはない

無回答
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 子どもの年齢別では、「身体的な疲労感」と回答した人は４歳以降で３歳以下と比較して高く

なっている。一方で、「自由に使える時間が少ない」、「睡眠不足」と答えた人は子どもの年齢が高

くなるほど低くなる傾向がみられた。また、「わがままに対するストレス」と答えた人は、３歳ま

で増加するものの、４歳以降で減少している。（図表11－７－２） 

 

図表11－７－２ 子育てにかかる負担感（子どもの年齢別） 

  

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳
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配偶者の有無別では、「自由に使える時間が取れない」と回答した人は「配偶者がいる」

（20.2％）が「配偶者はいない」（13.7％）を上回った。一方で、「責任感を感じる」と回答した

人は、「配偶者はいない」（13.7％）が「配偶者がいる」（6.3％）を上回った。（図表11－７－２） 

 

図表 11－７－２ 子育てにかかる負担感（配偶者の有無別） 

  

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

配偶者がいる 配偶者はいない
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（８）子育て支援事業の利用状況 

問 57 次の（１）～（８）の事業について、これまでに利用したことがありますか。 

当てはまる番号にそれぞれ１つずつ○をつけてください。 

８項目の市の子育て支援事業の利用状況を質問したところ、「利用したことがある」が最も高い

のは、「（１）パパママクラス（母親学級・父親学級）」の40.8％で、次いで、「（６）子育て応援サ

イト」（24.8％）、「（５）子育てガイドブック」（21.3％）の順となった。 一方、「知らなかっ

た」は「（７）子育て応援企業」の38.7％が最も高く、「（２）子育てほっとライン」（31.2％）、

「（６）子育て応援サイト」（22.4％）の順となった。（図表11－８－１） 

 

図表11－８－１ 子育て支援事業の利用状況 

40.8%

2.2%

19.4%

4.4%

21.3%

24.8%

4.1%

6.2%

41.4%

60.9%

61.3%

68.2%

55.2%

47.5%

51.5%

74.4%

13.8%

31.2%

14.5%

21.6%

18.0%

22.4%

38.7%

13.9%

3.9%

5.7%

4.9%

5.8%

5.4%

5.4%

5.7%

5.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

（１）パパママクラス（母親学

級・父親学級）

（２）子育てほっとライン

（３）産後ケア事業

（４）ハローベビーサポート

（５）子育てガイドブック

（６）子育て応援サイト

（７）子育て応援企業

（８）子ども食堂

利用したことがある 利用したことはないが、聞いたことはある 知らなかった 無回答
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平成30年度調査とは一部項目が異なるため、参考に結果を記載する。（図表11－８－２） 

 

図表11－８－２ 子育て支援事業の利用状況（平成30年度） 

50.0%

1.4%

25.7%

43.8%

45.6%

2.4%

1.1%

30.5%

35.1%

51.5%

5.4%

10.6%

34.0%

56.8%

41.6%

44.7%

41.0%

56.8%

46.9%

44.5%

44.0%

28.5%

42.8%

46.7%

12.4%

36.6%

27.7%

7.8%

10.1%

35.7%

46.7%

20.4%

16.7%

16.6%

46.9%

38.2%

3.6%

5.1%

5.0%

3.6%

3.4%

5.1%

5.4%

4.7%

4.3%

3.4%

4.9%

4.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

（１）パパママクラス（母親学級・父親学級）

（２）子育てほっとライン

（３）産後ケア事業

（４）保育園や幼稚園の園庭等の開放

（５）子ども家庭支援センター

（６）ハローベビーサポート

（７）放課後等デイサービス

（8）子育てガイドブック

（９）子育て情報モバイルサイト

（10）赤ちゃんふらっと

（11）子育て応援企業

（12）地域の子育てサークル

利用したことがある 利用したことはないが、聞いたことはある

知らなかった 無回答
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（９）子育てに関する情報入手先 

問 58 子育てに関する情報を誰から（どこから）入手していますか。 

当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

子育てに関する情報の入手先を質問したところ、「保育園、幼稚園、小学校」が62.1％で最も高

く、次いで「友だち・知り合い」（60.7％）、「ＳＮＳ」（42.8％）の順となった。（図表11－９－

１） 

 

図表11－９－１ 子育てに関する情報入手先 

  

62.1%

60.7%

42.8%

34.0%

32.8%

32.5%

28.3%

27.5%

22.4%

17.4%

17.0%

13.3%

12.3%

3.1%

2.1%

1.4%

2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

保育園、幼稚園、小学校

友だち・知り合い

ＳＮＳ

配偶者以外の親族

市の広報

配偶者

市の公式ホームページ・子育て応援サイト

ＳＮＳを除くインターネット

テレビ、ラジオ、新聞

子育て雑誌、育児書

子育てひろば

子ども家庭支援センター

市の公式ＬＩＮＥ

市の窓口

その他

情報の入手先がない、わからない

無回答
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平成30年度調査とは一部項目が異なるため、参考に結果を記載する。（図表11－９－２） 

 

図表11－９－２ 子育てに関する情報入手先（平成30年度） 

70.2%

64.6%

40.1%

33.8%

30.2%

26.7%

26.7%

20.9%

22.4%

17.7%

15.3%

13.0%

5.4%

4.5%

3.3%

2.7%

4.3%

1.4%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

保育園、幼稚園、小学校

近隣の知人・友人

配偶者以外の家族

市の広報

配偶者

子育て雑誌、育児書

テレビ、ラジオ、新聞

市の公式ホームページ・ＳＮＳを除くインターネット

市の子育て情報モバイルサイト、メールマガジン

子ども家庭支援センター

子育てひろば

市のホームページ

コミュニテイ誌

子育てサークル仲間

市のSNS

市の窓口

その他

情報の入手先がない、わからない

無回答
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（10）市の子育て支援環境充実のための施策のうち重要だと思う施策 

問 59 あなたが考える子育て支援環境充実のための支援策について、当てはまる番号すべてに

○をつけてください。 

市の子育て支援環境充実のための施策のうち重要だと思う施策を質問したところ、「子連れでも

出かけやすく、楽しめる場所を増やす」が73.1％で最も高く、次いで「子育てに関する手当、医

療費助成の充実」（69.7％）、「企業に対する職場環境の改善についての働きかけ」（55.8％）の順

となった。平成30年度は選択が３つまでと条件が異なるため、参考に結果を記載する。（図表11－

10－１） 

 

図表11－10－１ 市の子育て支援環境充実のための施策のうち重要だと思う施策 

73.1%

69.7%

55.8%

53.8%

50.4%

48.1%

36.1%

34.6%

32.3%

25.4%

21.6%

8.1%

1.9%

54.1%

49.5%

28.3%

24.1%

24.3%

37.7%

7.9%

19.8%

15.8%

10.2%

7.2%

3.2%

0.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

子連れでも出かけやすく、楽しめる場所を増やす

子育てに関する手当、医療費助成の充実

企業に対する職場環境の改善についての働きかけ

子育てしやすい住居・まち及び環境面の充実

子どもが被害者となる犯罪・事故の予防・防止

幼児教育や保育を充実する

出産後の母親・乳児の健康に対する医療サービスの充

実

親子が安心して集まれる身近な場やイベントを増やす

子育てに困った時に相談したり、情報が得られる場を

つくる

特別な支援を要する子どもに対する支援の充実

子育てについて学べる機会

その他

無回答

R5

H30
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12．八王子市での子育てについて  

（１）八王子市に住み始めたきっかけ 

問 60 あなたが八王子市に住み始めたきっかけは何ですか。 

八王子市に住み始めたきっかけを質問したところ、「生まれたときから又は家族の引っ越し」が

35.2％で最も高く、次いで「結婚・同棲」（33.6％）、「出産・子育て」（12.0％）の順となった。

（図表12－１－１） 

 

図表12－１－１ 八王子市に住み始めたきっかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.2%

33.6%

12.0%

7.1%

1.8%

1.7%

0.9%

10.3%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%
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 居住地域別では、「生まれたときから又は家族の引っ越し」と答えた人は、西部地域

（50.8％）で高くなった。「進学」と答えた人は東南部地域（3.4％）、西南部地域（2.7％）が高

くなっている。「就職」と答えた人は、東南部地域（11.2％）が高くなっている。「一人暮らしや

ルームシェア」では、北部地域（1.5％）が高くなっている。「結婚・同棲」と答えた人は、中央

地域（38.2％）が高くなっている。「妊娠」、「出産・子育て」と答えた人は東部地域（それぞれ

3.4％、18.8％）が高くなっている。（図表12－１－２） 

 

図表12－１－２ 八王子市に住み始めたきっかけ（居住地域別） 
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保護者の年代別では、「生まれたときから又は家族の引っ越し」と答えた人は、20代以下

（44.6％）でもっとも高くなった。「就職」、「結婚・同棲」と答えた人は年代が上になるほど高く

なる傾向がみられた。（ただし、「結婚・同棲」は50代のみ極端に低くなっている）。一方で、「妊

娠」や「出産・子育て」と答えた人は、年代が下になるほど高くなる傾向がみられた。（図表12－

１－３） 

 

図表12－１－３ 八王子市に住み始めたきっかけ（保護者の年代別） 
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 収入別では、収入が低くなるほど「生まれたときから又は家族の引っ越し」の割合が高くなる

傾向がみられ、「就職」、「結婚・同棲」、「出産・子育て」は収入が高くなるほど割合が高くなる傾

向がみられた。 

 

図表 12－１－４ 八王子市に住み始めたきっかけ（収入別） 
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（２）今後も八王子市で子育てをしたいと思うかどうか 

問 61 あなたは今後も八王子市で子育てをしたいと思いますか。（あてはまるもの１つに○） 

今後も八王子市で子育てをしたいと思うかどうかを質問したところ、「八王子市で子育てをした

いと思う」（77.1％）と「八王子市で子育てをしたいと思うが、いずれ引っ越さなければならない

事情がある（5.5％）を合わせた「思う（計）」は82.6％となった。一方、「八王子市で子育てをし

たいと思わないが、住み続けなければいけない事情がある」（13.0％）と「八王子市で子育てをし

たいと思わないので、いずれ引っ越したい」（3.1％）を合わせた「思わない（計）」は16.1％とな

った。（図表12－２－１） 

 

図表12－２－１ 今後も八王子市で子育てをしたいと思うかどうか 
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居住地域別では、「思う（計）」は西部地域（78.2％）及び北部地域（76.1％）が他の地域と比

較して低くなった。（図表12－２－２） 

 

図表12－２－２ 今後も八王子市で子育てをしたいと思うかどうか（居住地域別） 
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（３）八王子市で子育てをしたくない理由 

問 62 八王子市で子育てをしたくない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

八王子市で子育てをしたいと思わないと答えた人にその理由を質問したところ、「子どもと遊び

に行ける場所が少ない」が36.1％で最も高く、次いで「交通の便が悪い」（35.2％）、「子育てに関

する制度が悪い」（34.8％）となった。（図表12－３－１） 

 

図表12－３－１ 八王子市で子育てをしたくない理由 
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居住地域別では、中央地域では「治安が悪い」、西南部地域では「子どもと遊びに行ける場所が

少ない」、東部地域と西部地域では「交通の便が悪い」、北部地域では「子育てに関する制度が悪

い」、東南部地域では「子育てに関する制度が悪い」及び「交通の便が悪い」が最も多く選ばれた

理由となった。（図表12－３－２、図表12－３－３） 

 

図表12－３－２ 八王子市で子育てをしたくない理由（居住地域別） 

 

 

 

 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

中央地域 西南部地域 東部地域 西部地域 北部地域 東南部地域



- 101 - 

 

図表12－３－２ 八王子市で子育てをしたくない理由（居住地域別順位） 
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（４）自由記述 

問 63 あなたが今、困っていることや悩みごとがありましたら、ご自由にお書きください。 

自由記述については625件の回答があった。回答の一部を原則原文のまま記載した。 

（お金に関すること） 

・今後の教育等について。保育園に入園出来るか。小学校になった時の仕事や学童に入れるかな

ど心配です。 

・２人目が欲しくても経済的に余裕がないので、手当てや保育環境の拡充をしてほしいです。１

人目も保育料無償化してほしいと思います。 

・税金をきちんと払っているので子どもの手当てを平等にして頂きたいです。親の収入によって

子どもの手当てをもらえないのは不平等だと思います。 

 

（子育てに関すること） 

・家族で何でも考えて解決しないといけない責任感やプレッシャーを感じる。親の責任は重く、

子どもが他に迷惑をかけてしまうと非常に申し訳ない。 

・子どもの夜間覚醒で、充分な睡眠が取れず、卒乳もできていない、疲労でうつ状態となり、仕

事ができないこと。 

 

（教育に関すること） 

・２３区にくらべて、習いごとや民間学童の選択肢が少ないと思う。公立小、中学校の設備や教

育内容に物足りなさを感じる。 

・不登校となっている子どものフリースクール、学校をもっと増やしてほしい。 

・住所で小学校を決めるのではなく、家から小学校の距離で決めてほしい。 

 

（施設や制度に関すること） 

・４年生以降の子供の居場所がない。家で留守番も心配だが、習い事に通わせるお金もない、子

供だけでも安心してすごせる場所が近くにないので不安、特に長期休暇が悩む。 

・ファミサポ、利用側も提供側も登録したことがありますが、利用しづらい（マッチングしづら

い）こと、手続きが手間がかかりすぎること（利用側も提供側も）で使いづらく、私ふくめ周

りのママはベビーシッター等を利用する人が多いのでせっかく制度があるのにやり方が古く

て使いにくいのは残念に思います。アプリでやりとりできたり、現金でのやりとり不要になっ

たりというのは今の時代必須ではないかと思います。 

 

（地域に関すること） 

・自宅の前のアパートの住人が子供が庭で遊んでいる時に威嚇をしてきた、そこから気になって

しまい子供たちを外で遊ばせるのに抵抗がある。 

・八王子は異常に歩きタバコが多いので子供を連れて歩くときいやです。公園にもタバコのすい

がらやゴミが多く、道にはペットのフンが放置されている事が多く住民のマナーが悪いと思い

ます。タバコのすいがらとペットのフンを本当になんとかしてほしいです。 

・町の治案があまり良くないので、今後子供が入学して１人で登下校するようになってからが心

配です。 

 

（まちづくりに関すること） 

・公園が近くになく、少し離れた公園にも遊具があまりない。楽しい遊具があるとうれしい。 

・ベビーカーでも通りやすい、歩道の整備をしていただけると、助かります。 

・八王子市は広いので、車や自転車が必要。（ベビーカーのせてもＯＫなバス。たたまないで）子

供のあそび場を巡回する専用バスがあったらいいのに。 

 



- 102 - 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 使用した調査票 
 

 

 

 

 

 



103 

 



- 104 - 

 

 



- 105 - 

 

 



- 106 - 

 

 



- 107 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 108 - 

 

 



- 109 - 

 

  



- 110 - 

 

  



- 111 - 

 

  



- 112 - 

 

  



- 113 - 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二期八王子市子ども・若者育成支援計画  

づくりに向けたアンケート調査  

（就学前児童保護者）  

令和６年８月 
 

発  行 八王子市  子ども家庭部  子どものしあわせ課  

 〒192-8501 八王子市元本郷町三丁目24番1号 

 ＴＥＬ：042-620-7391（直通） 

 


